慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名において
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となりの人を助けること
マナールがお父さんにたずねました。「マイケルさんは市外に外出したか、引っ越したの？　彼はいつもぼくに優しくて親切にしてくれるんだ。　何日間か、彼に会っていないなぁ。　彼はバルコニーで座っていると、いつもぼくに手を振ってくれるし、散歩に公園に来るといつもでも、ぼくに話しもしてくれるんだよ。」 
「いいや、マナール。　彼はどこにも行っていないよ。　彼は事故（じこ）にあって、病院にいるよ。　昨日、お父さんがマイケルさんのお見舞（ま）いに行ってきたところだよ。明日、彼は家にいるだろうよ。」
マナールは、となりに住んでいるのに、マイケルさんの問題に気がつかなかったので、さみしく思いました。そこで、マナールはお父さんに、あるアイディアがあると言いました。



[image: image2]
[image: image3.wmf]
「マイケルさんが家に戻ったら、ぼくは毎日彼を訪（たず）ねるよ。そして彼と一緒に時間を過ごそうと思うんだ。」とマナールは言いました。　彼のお父さんは、それは、とても良いアイディアだと言い、どのようによげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）が、病人のお見舞（ま）いをされていたかを続けて話しました。―　彼のことを好きでない人でさえ、お見舞（ま）いに行かれていました。
マナールは興奮（こうふん）しながら言いました。「マイケルさんが必要（ひつよう）なら、彼の家や外の仕事もお手伝いするよ。なぜなら、彼は一人で暮らして、彼のお世話してくれる人がだれもいないから。」 

彼のお父さんは、言いました。「それはとても良いことだ。そうすれば、彼はひとりぼっちではないだろう。　アッラーは、君のことをとてもお喜（よろこ）びになられるだろう。」
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◇【アッラーに仕（つか）えなさい。何ものをもかれにならべておいてはならない。父母にとても親切にし、また近い親せきや親のいない子ども、貧しい人や親せきの隣人、親せきない隣人、道づれの仲間や旅行者、およびあなたがたの右手に所有する者（に親切であれ）。】（４．婦人（ふじん）章：３６節）

ハディースから
· サウバーン(ラディアッラーフ　アンフ)が伝えたところによると、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）はおっしゃった。「ムスリムが病人の人を見舞うとき、彼は戻って来るまでは天国の果樹園（果物がたくさん実（みの）る場所）にいるようなものだ。」
となりの人を助けることについて、話し合ってみよう！


１．あなたは、マイケルさんをかわいそうだと思いますか？








２．あなたは、マナールのアイディアは何だと思いますか








３．あなたは、となりの人の問題に気がつきますか？　あなたは、今までにとなりの人を助けたことはありますか？




















アッラーとあなたについて話してみよう！


１．マナールのアイディアは何でしたか？








２．彼のお父さんは、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）について、彼に何と言いましたか？








３．なぜ、アッラーはマナールをお喜（よろこ）びになられると思いますか？
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